










































































































































































































































































































































（5）（ ）はブルトン自身による。「ユーモア」は humourと書くのが普通だが，ヴァシェは hを省いた
umourという綴りを使っていた。
（6） ヴァシェが与したのは後者である。「侮蔑的告白」には，「ジャックヴァシェは あらゆる事に，ほとん
ど何の重要性も与えない技の大家として通っていた」とも書かれている。
（7） AndreBreton,LaConfessiondedaigneuse,・uvresCompletesI,Ibid.,p.198.
（8） ヴァシェの伝記的記述にあたって使用した参考文献は以下のとおりである。
MichelCarassou,JacquesVacheetlegroupedeNantes,Jean-MichelPlace,1986.
JacquesVache,Soixante-dix-neuflettresdeguerre,reuniesetpresenteesparGeorgesSebbag,
Jean-MichelPlace,1989.
JacquesVache,Quarante-troislettresdeguerreaJeanneDerrien,reuniesetpresenteespar
GeorgesSebbag,Jean-MichelPlace,1991.
（47）
JeanSarment,Correspondancesal・aubedusurrealisme,LanouveleRevueNantaise,no4,2004.
BertrandLacarele,JacquesVache,Grasset,2005.
（9） 筆者はこの手紙をナント市のメディアティックジャックドゥミの郷土史資料室（lasaled・histoire
localedelaMediatiqueJacquesDemy）にて閲覧した。空色の色鉛筆のようなもので書かれた，丁寧
な筆跡の手紙である。その中でヴァシェは，自分が前線から戻らなかった場合に備え，サルマンに「君は
好きに燃やして構わない。君に任せる。きっと君は，僕が自分でするのと同じようにやってくれるだろう
から」と書いている。
（10） ブルトンは1月13日にヴァシェに宛て，コラージュからなる手紙を送っている。また，1月22日付のト
リスタンツァラ宛の手紙には，ヴァシェの死について書かれている。
（11） つまり，日付は6月24日である。
（12）『戦場からの手紙』のこと。
（13） AndreBreton,LaConfessiondedaigneuse,・uvresCompletesI,Ibid.,p.200.
（14） 以下，ヴァシェのブルトン宛及びフランケル宛の手紙は，JacquesVache,Soixante-dix-neuflettresde
guerre,reuniesetpresenteesparGeorgesSebbag,Jean-MichelPlace,1989を出典元とする。
（15） 3日付の母親宛の手紙には，15日か20日にナントに行くつもりだと書いている。休暇を使って，パリと
ナントの両方に行くつもりだったのだろう。
（16） ヴァシェは手紙で「アンドレ」とファーストネームで呼びかけるが，友達言葉のtu（きみ）ではなく，
丁寧語のvous（あなた）を使っている。
（17） テオドールフランケルのことを，ヴァシェはこう呼んでいた。
（18） ロトンド（LaRotonde）はモンパルナスのカフェ。
（19） ブルトンを指す。ただし，poeteをpoheteという綴りに変え，「詩人」をからかいの対象にしている。
（20） パリを指す。
（21） 実はフランケルのこと。フランケルはコクトーの名をって，『シック』誌第17号（1917年5月）に
「夜のレストラン」という詩を載せるが，それは行の最初の一字を縦につなげると「哀れなビオ氏」とな
るものだった。『シック』はアルベールビオの雑誌である。
（22） アポリネールは第一次大戦に志願し，頭部を負傷した。
（23） TheodoreFraenkel,Carnets19161918,Editionsdescendres,1990,p.83.
（24） HenriBehar,AndreBreton,Legrandindesirable,Ibid.
MarkPolizzotti,AndreBreton,Galimard,1999.
（25） アイオワ大学所蔵。デジタル版が公開されている。
（26） MichelSanouilet,DadaaParis,Flammarion,1992,p.288299.
（27） ナント市のメディアティックジャックドゥミ所蔵。
（28） AndreBreton,LaConfessiondedaigneuse,・uvresCompletesI,Ibid.,p.200.
（29） パリリヨン駅からフォントネーオローズまでは，現在RERのB線で15分ほどの距離である。
（30） AndreBreton,LaConfessiondedaigneuse,・uvresCompletesI,Ibid.,p.201.
（31） TheodoreFraenkel,Ibid.,p.83.アジニスム（女性嫌悪主義）はフランケルの造語と思われる。ヴァシ
ェの文通相手だったもう一人のジャンヌ（ジャンヌドゥリアン）も，1990年のジョルジュセバッグ
との対話の中で，「ブルトン氏は女性嫌いでした。感じもよくなくて，失礼なほどでした。私たちが廊下
で彼とすれ違っても，決してあいさつをしませんでした」と述べ，一方でヴァシェとは気が合い，彼の病
室へ，トランプやおしゃべりをしに行ったと回想している。Quarante-troislettresdeguerreaJeanne
Derrien,Ibid.
（32） TheodoreFraenkel,Ibid.,p.88.
（33） ラモール（RatMort）はモンマルトルのカフェ。
（34） AndreBreton,LaConfessiondedaigneuse,・uvresCompletesI,Ibid.,p.201.
（35） この手紙はパリの手紙原稿博物館が所蔵し，2011年10月2日から2012年1月29日まで，ジュネーブ
（48）
のバイエラー財団美術館の「パリのシュルレアリスム展」にその一部が展示された。筆者が手紙原稿博
物館に問い合わせたところ，手紙全文のデジタル写真及び引用の許可をいただくことができた。感謝と共
にコピーライトを明記する。
Lettreautographesigneed・AndreBreton,dateejeudi6septembre1917,Col.Privee/Musee
deslettresetmanuscritsParis.
CettelettrefaitpartiedescolectionsduMuseedeslettresetmanuscrits,quim・enonttransmis
unetranscriptionetm・ontautoriseal・utiliser.Jetiensicialesenremercier.
（36） 6月26日の3週間後が7月17日だったということだろう。
（37） 下線はブルトン自身による。
（38） この1917年9月6日の手紙の中で，ブルトンはアポリネールが『ティレジアスの乳房』の序文に書いた
「演劇改革とは言わないまでも，各自で努力するため，私はモデルに戻るべきだと考えたが，それはモデ
ルを写真のように模倣することではない。人は歩行を模倣しようとして，脚と似ても似つかない車輪を創
造した。こうして人は，そうとは知らずにシュルレアリスムを創り上げたのだ」の箇所を受け，「僕は
『ティレジアスの乳房』の序文に協力したと言える。人間は，運動を再現しようとして丸い車輪を作るが，
自分の見た移動器官〔＝足〕との間にがりはない。機関車の動力装置には，それを作った人の思考の出
発点にあった〔足と車輪の間の〕連結作用が見い出される。シュルレアリスムはこの創造と完成とを含ん
でいる」と記している。（〔 〕は筆者による補足。）「シュルレアリスム」の語はアポリネールが『ティレ
ジアスの乳房』の序文に使ったのが初出であるが，この手紙から，ブルトンは自分がその序文に貢献した
と考えていたことが分かる。また，この手紙には，ヴァシェがブルトンに宛てた同年8月18日付の手紙
の一部が書き写されている。
（39） AndreBreton,Entretiens19131952,・uvresCompletesIII,Galimard,1999,p.441.
（40） PeterRead,ApolinaireetlesMamelesdeTiresias,PUR,2000,p.198.
（41） MarkPolizzotti,Ibid.,p.73.
（42） LouisAragon,Le24juin1917,SIC,no27,mars1918,Jean-MichelPlace,1997,p.206207.
（43） AndreBreton,Entretiens19131952,Ibid.,p.441.
（44） LouisAragon,Ibid.,p.206207.
（45） このタイトルはスーポーがシュルレアリスムグループから除名された理由を端的に表している。彼はこ
のインタビューの中で，「私は1926年に文学の罪で除名されました，アルトーやヴィトラックと同時期で
す。ヴィトラックとアルトーは演劇，すなわち文学をしたからです。私は，本を出し過ぎるとして非難さ
れました」と答えている。
Entretien.PhilippeSoupault:Exclupourcausedelitterature,MagazineLitteraire,no.16,1968,
p.2021.
（46） PhilippeSoupault,Vingtmileetunjours,Belfond,1980,p.50.
（47） Ibid.,p.247248.
（48） PhilippeSoupault,Memoiresdel・Oublie,Lachenal& Ritter,1981,p.42.
（49） アンドレジッド作『法王庁の抜け穴』のこと。
（50）『虐殺された詩人』のこと。
（51） AndreBreton,MontdePiete,・uvresCompletesI,Ibid.,p.13.
（52） LouisAragon,Projetd・histoirelitterairecontemporaine,Digraphe,1994,p.35.
（53） AndreGide,LesCavesduVatican,Galimard,1999,p.645.
（54） AndreBreton,Anthologiedel・humournoir,・uvresCompletesII,Galimard,1992,p.10421043.
（55） HenriBehar,AndreBreton,Legrandindesirable,Ibid.,p.147.
（ごとう みわこ 総合教育センター）
（49）
